
館 

 

赤レンガ1号館 

赤レンガ2号館 

大学会館 
不忍荘 

管理棟 

国立博物館 

体育館 

上野中学 

テニスコート 

グランド 寛永寺 

附属音楽高等学校 

音楽学部4号館 
音楽学部3号館 

音楽学部1号館 

音楽学部5号館 

音楽学部2号館 桜木町 

音楽学部練習ホール館 

奏楽堂 

S=1/1,500

0 10 20 50 100M

N

16

歴史ゆかしい「上野」という場所に校地を構え、

明治以来の伝統を誇る芸大の隠れた「名所」を

毎回テーマを変えて紹介する。

－上野の杜のキャンパスガイド－

第3回★名木

19エノキ
ニレ科の落葉高木。高さ20
メートルにも達する。初夏、
淡黄色の雌花と雄花をつけ、
秋に橙色で小豆大の甘い実
を結ぶ。

20イチョウ
イチョウ科の裸子植物。落
葉高木で、高さ約30メート
ルに達する。春、葉のつけ
根に、尾のような雄花、柄
のある2個の胚珠をもつ雌
花をつける。

21モッコク
ツバキ科の常緑高木。暖地
の海岸近くの林に自生。夏、
白い小さな五弁花を下向き
に開き、楕円形の朱赤色の
実を結ぶ。

22カヤ
イチイ科の常緑高木。山野
に自生し、高さ約20メート
ルに達する。4月ごろ花が
咲き、翌年秋に楕円形の実
がなる。

18サクラ
バラ科の落葉高木。里桜の代表である
ソメイヨシノは、公園や街路・河川の
堤防など各所に植栽されている。

23タイサンボク
モクレン科の常緑高木。5、
6月ごろ、白色の大きな花
を開き、強い芳香を放つ。
北アメリカの原産で、日本
には明治初期に渡来。

24ヤマモモ
ヤマモモ科の常緑高木。本
州中部以西の山地に多く、
高さ約15メートル。4月ご
ろ開花し、雄花穂は黄褐色、
雌花穂は花柱が紅色。

25クロマツ
マツ科の常緑高木。東北か
ら九州の海岸近くに生える。
4月ごろ、雌花と雄花をつ
ける。材は建築や土木に、
樹脂は燃料や香料に用いら
れる。

26イヌマキ
マキ科の常緑高木。関東以
南の山地に自生し、高さは
約25メートルに達する。庭
園に植栽し、材は建築材な
どにする。

27ウメ
バラ科の落葉高木。早春、葉より先に、
白・淡紅・紅色などの香りの強い花を
開く。実は球形で、6月ごろ黄熟し、
酸味がある。 30タブノキ

クスノキ科の常緑高木。暖地の海岸近
くに生え、高さ10～15メートル。初夏、
黄緑色の花が円錐状に集まって咲く。

29オリーブ
モクセイ科の常緑高木。高
さ7～18メートル。5～7月
ごろ、黄白色の香りのよい
花を総状につける。地中海
地方の原産。

28モミジ
カエデ科の落葉小高木。北
海道中部以南から九州にま
で分布。山地の森林に生育
し、庭園木としてもよく植
栽される。

32キンモクセイ
モクセイ科の常緑低木。秋、
強い芳香のある赤黄色の小
花を密集してつける。中国
の原産。

34アラカシ
ブナ科の常緑高木。本州中
部以南の山地に自生。春、
尾状の雄花と上向きの雌花
とをつける。材は家具や木
炭にする。

33ビワ
バラ科の常緑高木。四国・
九州の一部に自生し、高さ
約10メートル。夏、倒卵形
の実が黄橙色に熟し、食用
とされる。

＊樹木解説：『大辞泉』（小学館）ほかより。
『大辞泉』は以下の有料サイトで公開されています。
JapanKnowledge（ジャパンナレッジ） http://www.japanknowledge.com/
JapanKnowledge  Mobiile（JKモバイル） http://jk.e-junction.tv/
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31ミズキ
ミズキ科の落葉高木。山地
に自生し、枝を横に伸ばす。
5月ごろ、白い小花を散房
状に密生してつけ、黒い実
を結ぶ。
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都
市
か
ら
自
然
が
失
わ
れ
て
い
る
昨
今
、

芸
大
キ
ャ
ン
パ
ス
は
緑
の
聖
地
で
あ
る
。
上

野
の
杜
は
、
植
物
の
種
類
・
数
と
も
に
豊
か

だ
。美

術
学
部
中
央
棟
前
の
「
保
存
森
」
は
、

あ
た
か
も
渓
谷
の
奥
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
に
、

暗
く
静
謐
だ
。
ま
た
音
楽
学
部
の
中
央
に
は
、

ク
ロ
マ
ツ
が
純
和
風
の
盆
栽
の
よ
う
に
佇
ん

で
い
る
。
キ
ャ
ッ
ス
ル
前
に
あ
る
ソ
テ
ツ
は

南
国
を
思
わ
せ
、
奏
楽
堂
前
に
は
オ
リ
ー
ブ

が
あ
る
が
、
地
中
海
原
産
の
そ
の
木
の
前
に

立
つ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
光
に
包
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

巨
木
も
多
い
。
大
浦
食
堂
前
の
シ
イ
ノ
キ

は
、
周
囲
五
・
七
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
六
百
年

説
も
あ
る
。
図
書
館
横
の
ト
チ
ノ
キ
は
高
さ

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
美
術
学
部
中
央
に

は
、
ク
ス
ノ
キ
が
天
を
つ
く
よ
う
に
繁
っ
て

い
る
。

私
は
、
芸
大
で
生
物
学
の
授
業
を
担
当
し

て
い
る
が
、
学
生
を
連
れ
て
植
物
観
察
を
す

る
。
芸
大
の
庭
は
、
教
材
の
宝
庫
で
あ
る
。

学
生
た
ち
は
、
初
夏
に
は
ビ
ワ
を
、
秋
に

は
ギ
ン
ナ
ン
を
採
り
、
密
か
に
「
栄
養
補
給
」

を
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
果
実
や
木
の

実
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
だ
け
に
あ
る

の
で
は
な
い
。
大
地
の
恵
み
か
ら
学
ぶ
と
こ

ろ
は
多
い
。
木
々
は
、
最
高
の
教
師
で
も
あ

る
。上

野
の
山
は
、
昔
か
ら
緑
が
豊
か
だ
っ
た
。

百
年
以
上
を
経
て
、
樹
木
の
数
は
だ
い
ぶ
減

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
新
た
な
植
樹
も
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た
。

と
き
に
学
生
た
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
の
モ
デ
ル
に

な
り
、
と
き
に
木
陰
を
提
供
し
、
と
き
に
は

舌
を
楽
し
ま
せ
て
も
き
た
。
芸
大
の
植
物
た

ち
は
、
誰
よ
り
も
大
学
の
歴
史
を
知
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
ふ
せ
・
ひ
で
と
／
美
術
学
部
助
教
授
美
術

解
剖
学
研
究
室
）

布
施
英
利

2ゲッケイジュ
クスノキ科の常緑高木。春、
黄色の小花が密集して咲く。
南ヨーロッパの原産で、日
本には明治期に渡来。

3ネムノキ
マメ科の落葉高木。東北地
方以南の山野に自生。夏、
淡紅色の約20個からなる頭
状の花をつけ、夕方開花。

8ムクノキ
ニレ科の落葉高木。別名ム
クエノキ。山地に生え、高
さ20メートル。5月ごろ、
淡緑色の雄花と雌花とが群
がり咲く。関東以南に分布。

9トチノキ
トチノキ科の落葉高木。山
地に自生。5月ごろ、白色
で紅斑のある花が円錐状に
咲く。近縁種にマロニエが
ある。

4ボダイジュ
シナノキ科の落葉高木。夏、
香りのある淡黄色の小花を
下向きにつけ、実は球形で
堅い。中国の原産。

5ホオノキ
モクレン科の落葉高木。日
本特産。山林中に自生し、
高さ約20メートル。5、6月
ごろ、黄白色の大型の花を
開き、強い芳香を放つ。

1シイノキ
ブナ科のシイと呼ばれる常
緑高木の総称。暖地に自生。
初夏に開花。実はどんぐり
になり、食用。

6クスノキ
クスノキ科の常緑高木。暖
地に自生し、高さ約20メー
トルにもなり、長命。5月
ごろ、黄白色の小花を密生
し、実は熟すと黒色。

7カリン
バラ科の落葉高木。高さ約
8メートル。葉は卵形。春、
淡紅色の五弁花が咲く。中
国の原産で庭木などにする。

10ケヤキ
ニレ科の落葉高木。山野に
みられ、高さは約30メート
ルにまで達し、よく枝分か
れする。春、淡黄色の小花
を新しい枝につける。

14コブシ
モクレン科の落葉高木。北
海道から九州に分布する。
3～５月にかけ、白い花を
咲かせる。花弁は6枚で中
心に近い部分は赤味を帯び
る。

15ヒマラヤシーダー
マツ科の裸子植物。常緑高
木でヒマラヤ原産。ヒマラ
ヤスギとも呼ばれる。明治
初期に導入され、庭園木と
して利用されている。

11カラスザンショウ
ミカン科の落葉高木。暖地に自生。夏、
淡黄色の小花を円錐状につけ、実は丸
く辛みがある。

12マメザクラ
バラ科の落葉小高木。4～6
月白または微紅色の花を下
向きに開く。異名をフジザ
クラという。

13アカンサス
キツネノマゴ科の多年草。
原産地は地中海沿岸から小
アジア、熱帯アフリカ。和
名をハアザミというがアザ
ミではない。

16マテバシイ
ブナ科の常緑高木。九州以南の海岸近
くに生え、高さ10メートル。6月ごろ、
雄花穂と雌花穂とを上向きにつける。

17ソテツ
ソテツ科の常緑低木。九州南部から沖
縄に自生。高さは2～5メートルに達す
る。雄花，雌花とも茎頂に一つつき、
夏に開花。
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